






































































































































































































して出てきましたが，2030年までに 3000億 kWh，3 倍にし
ましょうと言う話なんですが，水力を除くと，8倍にしか


















出力が 591 万 KW，世帯で 100 万世帯．北海道はどうなって
いるかと言うと，2010年度の発電電力量です，この中で再
生可能エネルギーは 14.9％．よく見ると水力が 13.5％，残



























































































































































年 11月 1日から 30 日が申請受付期間になっているので，
先程言ったように，原単位が 5.6以上，それと年間の使用








































 あと，課題の話なんですが，大きく 2 つ問題があります．
1つは系統の強化．それから規制の合理化の話．系統対策
ということでは，バックアップ電源がいるとか，蓄電技術
による不安定の解消とかがあるんですが，これは稚内でや
った蓄電池の例なんですが，太陽光発電の出力変動なんで
すが，蓄電池で調整して，赤いラインなんですが，出力を
一定化するような抑制をやっている事業です．もう 1 つは，
道北は風況がいいという話をしたんですが，風況はいいん
ですが，送電網が脆弱で，ここの送電網の強化をしないと
電気が入らないといった状況です．経済産業省，来年度の
概算要求で，北海道・東北で風況のいいところを風力発電
の重点整備地区と定め，まさに送電網強化をはかるという
ことで，256 億円を要求しています．民間事業者にまかせ
ていると，進まないというのがありますし，電力会社がや
るとそれが電力料金に反映されるということで，国が 2分
の 1補助して風況のいいところを促進しようということで
予算要求しているところです．蓄電池についても，新規で
180億円を要求しておりまして，うまく蓄電池を使って系
統安定化するような実証化をするということで要求してい
ます．後もう 1つ，規制の話なんですが，例えば，メガソ
ーラーにしても風力にしても．大規模な土地が必要になっ
てきますので，農地法を変える，耕作放棄地を使えないか
と，まさに立地規制があるんですが，その規制を緩和しま
しょうということで動いています．それから安全保安上の
規制とか，系統の規制とか，色んな規制があるんですが，
こういった規制の緩和にむけて動いているところです． 
 あと，どんな支援策があるかということで，基本的には
再生可能エネルギーをどんどん増やしましょうということ
なんですが，補助金，研究開発，税制優遇といったものを
総動員してやっていきましょうということで取り組んでい
ます． 
これは住宅太陽光発電の補助金制度ですね．これは一般
社団法人太陽光発電協会というところが出力に応じて，補
助金を出していくということですね．後，独立型となって
いるのですが，系統に入れないもの，自家消費をする場合，
補助金を出しますよという制度があります．今年度は応募
は終わっていますので，来年度以降になります．減税の関
係，固定資産税の軽減措置とか，これは融資制度ですね．
こういったように，色んな補助金だとか，減税とか融資と
かを総動員しながら進めて行こうということで，経済産業
省は，来年度，再生可能エネルギー関連予算としては，24
年度の約3倍の1,688億円を要求していくということです．
このなかには，送電線の増強で 250 億円とか，あるいは蓄
電池の実証に 180億円とかが盛り込まれています．ここか
らはまさに予算の話なんで，ここはお時間のあるときにご
覧いただければと思います．私からは以上です．ありがと
うございます． 
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